












10. Angiotensin 1 induces thrombospondin-1 pro-
duction in human mesangial cells via p38 MAPK 

















したO また， AngI刺激による TSP-1蛋白の増加に
MAPKが関与しているかを検討した。 ERKl/2は細胞
溶解液中および培養上清中の TSP-1蛋白の増加には
関与せず， p38MAPKおよび JNKが TSP-1蛋白の増
加に関与していることが判明した。
11. Telomere attrition in white blood cel correlating 






















12. A novel haplotype of spinocerebellar ataxia type 






















13. Detection of cervical nerve root hypertrophy by 

























14. Quantitative assessment of cerebral blood flow 










lo-cerebral diaschisis ; CCCD）が報告され， SCA6患
者でも認め得ることが予想された。我々は遺伝子診断











15. Human reactions to physical stimulus and the 
removal of such stimulus as recorded by magne・
toencephalography 
（機械的刺激とその除去により生じる大脳皮質の反
応ー誘発磁場を使った検討一）
白井拓史
創生医科学専攻病態探究医科学講座（脳神経内科学）
主な皮膚感覚受容体の一つにパチニ小体がある。 Ji！買
店、が起こるのに十分な刺激時間の定常圧刺激をパチニ
小体に加え，隣接している末梢神経から活動電位を記
録すると，加圧時と減圧時にのみ活動電位が出現し，
その聞は）｜｜買応により活動電位が生じないことが知られ
ている。本研究では機械的に受容体を皮膚上より刺激
し，それを大脳皮質誘発反応として脳磁図計を用いて
計測することを試みたc また磁場発生源検索のため，
被検者の頭部 MRIを記録した。その結果，定常刺激
の開始直後と終了直後に大脳皮質誘発磁場が得られ，
大脳皮質一次感覚野の反応は部位，振幅において明ら
かな相違を認めなかった。これらの誘発磁場は加圧と
減圧により出現し，末梢の受容体で生じた反応（活動
と順応）を反映していることを明らかにしたO 受容体
を介した刺激方法は，受容体自体の障害を検索できる
可能性や，より選択的で臨床症状に即した感覚系を検
査できる可能性がある。
